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 博士論文題目  緩和ケア病棟に入院中の終末期がん患者の家族介護者のレジリエンスと精神的健康 
に関する研究                                               
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 【背景】緩和ケアにおいて家族の精神的健康の維持は重要なアウトカムであるが、終末期がん患者の家族介
護者の精神的健康度が低い、特に抑うつ症状や不安症状が強いことが知られている。レジリエンスは心理的苦
痛に対する防御因子として着目され、国内外で精神的健康との関連が指摘されている。しかし、日本の終末期
がん患者の家族介護者において、レジリエンスの状況とそれに関連する因子、及び、レジリエンスの抑うつ症
状や不安症状に対する関係は明らかにされていない。そこで、本研究の目的は、1) 終末期がん患者の家族介
護者のレジリエンスの状況とそれに関連する要因について明らかにすること、2）終末期がん患者の家族介護
者のレジリエンスと抑うつ症状及び不安症状との関係を明らかにすること、である。 
【方法】日本ホスピス緩和ケア協会認定施設である 4つの緩和ケア病棟において、各施設の実施許可日(一
番早い施設で、2016年 12月 1日)～2018年 1月 31日の期間に入院された終末期がん患者の家族介護者を対象
に、自記式質問紙を用いて、抑うつ、不安、レジリエンス、コーピング、介護負担、ソーシャルサポート、ロ
ーカス・オブ・コントロール、家族機能、家族介護者のケアの認識、患者と家族介護者の背景情報について横
断調査を行った。 
【結果】317名(同意割合：76.0％)から同意を得て、291名(有効回答割合は 69.8％)から返信があった。本
対象者における中等度以上の抑うつ症状を有する割合は 43.6％、中等度以上の不安症状を有する方が 23.9％
であった。緩和ケア病棟に入院中の終末期がん患者の家族介護者において、1)抑うつ症状には調整後もレジリ
エンスが関連していたこと、2)不安症状にも調整後もレジリエンスは関連していたこと、3)レジリエンスの高
さに関連する独立した要因は、(1)内的統制型のローカス・オブ・コントロールが高い、(2)患者の死に対する
心の準備性/覚悟ができている、(3)家族機能が良好、(4)コーピングとして、積極的コーピング、ユーモアを
利用する傾向がある、(5)コーピングとして、道具的サポートの利用や行動的諦め、自己非難を利用しない傾
向にある、であった。 
【結論】終末期がん患者の家族介護者のレジリエンスの状況とその関連要因が明らかになった。また、終末
期がん患者の家族介護者のレジリエンスの抑うつ症状や不安症状の強さに対する関連も明らかになった。より
早い時期において家族介護者のレジリエンスとその関連要因についてアセスメントすることで、終末期になる
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につれて抑うつ症状や不安症状が強くなるリスクの高い家族介護者を特定し、より早い段階から積極的にケア
を行える可能性がある。 
